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・研究の要約
平成20年1月に示された中教審答申では，各教科等における言語活動の充実は，学習指導j
l要領の改訂において，各教科等を貫く重要な改善の視点として位置付けられている。これを受l
jけ，算数科，数学科の改善の基本方針として「数学的な思考力・表現力の育成」が重要なねらi
jいとして示された。 i 
この「数学的な思考力・表現力の育成」には，問題を解決したり判断したりする過程においj
iて，見通しをもち筋道立てて考えたり表現したりするカを高めていくことが求められる。そのi
j際，言葉や数，式，図，表，グラフなどを適切に用いて，根拠を明らかにしながら，筋道立てj
iて考えたことを，分かりやすく表現し伝え合う力を育成することが必要になる。
! 本研究では，第3学年「ひき算の筆算Jの実践を通して，数学的な思考力・表現力を伸ばすi
jための工夫について考えたい。
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1 研究のねらい
平成20年1月に示された中教審答申では，
各教科等における言語活動の充実は，学習指導
要領の改訂において各教科等を貫く重要な改善
の視点として位置付けられている。これを受け，
算数科，数学科の改善の基本方針として，以下
の内容が示されている。
数学的な思考カ・表現力は，合理的，論理
的に考えを進めるとともに，互いの知的なコ
ミュニケーションを図るために重要な役割を
果たすものである。このため，数学的な思考
力・表現力を育成するための指導内容や活動
を具体的に示すようにする。特に，根拠を明
らかにし筋道を立てて体系的に考えることや，
言葉や数，式，図，表，グラフなどの相互の
関連を理解し，それらを適切に用いて問題を
解決したり，自分の考えを分かりやすく説明
したり，五いに自分の考えを表現し伝え合っ
たりすることなどの指導を充実する。
*岡山大学教育学部附属小学校
算数科では，問題を解決したり，判断したり
する過程において，見通しをもち筋道立てて考
えたり表現したりする力を高めていくことを重
要なねらいとしている。その際，言葉や数，式，
図，表，グラフなどを適切に用いて問題を解決
したり，根拠を明らかにしながら，筋道立てて
考えたことを分かりやすく表現したり，互いに
伝え合ったりすることが求められる。
そこで，本研究では，第3学年「ひき算の筆
算」の実践を通して，数学的な思考力・表現カ
を伸ばすための工夫について考察していきた
し、a
2 筆算指導における数学的な思考力・表現力
( 1 ) ひき算の筆算指導における問題点
筆算の指導については.w小学校学習指導要領
解説 算数編』の「指導計画の作成と内容の取扱
いJにおいて..算による計算の技能を確実に身
に付けることを重視することが示されている。特
に，計算の指導においては，筆算の仕方を形式的
に伝えるのではなく，数の仕組みゃ計算の意味に
基づいて考えることが大切であるとされている。
本単元で扱うひき算の筆算については，第2
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学年で (2，3位数)ー (2位数)の筆算の学
習をしている。したがって， r既習を活用すれ
ば数のみで計算できるのだから，操作活動は必
要ないJ r操作活動よりも計算の技能の定着を
図ることが大切だJといった考えや， r操作活
動の重要性は分かつているが，子どもにとって
操作と筆算の仕方が結び付きにくいJ r教具を
子どもが使いこなせないJといった理由から，
数による操作を重視した授業になる傾向が強
い。教科書には，数え棒の操作の図が掲載され
ているが，その図を見て筆算の仕方を確認した
り，数名の児童が掲示用の数え棒を操作したり
するだけで，実際の授業場面では子どもが操作
活動をほとんどしないという実態もある。一方
で，計算の技能は身に付いていても，計算の仕
方を筋道立てて説明することができなかった
り，くり下がりの意味が十分に理解できていな
かったりすることも多い。
こうした問題点を改善するためには，単に筆
算の仕方を形式的に教え込んだり，計算の仕方
を繰り返し練習させたりするのではなく，数の
仕組みゃ計算の意味に基づいて考えさせる指導
が必要になると考えられる。
(2)ひき算の量産算指導で育てたい数学的な思
考力・表現力
筆算の学習を通して，子どもは単に筆算による
計算技能を高めるのではなく，十進位取り記数法
のよさをとらえたり，筆算の仕方を操作や図を用
いながら筋道立てて考えたり説明したりする力
を身に付けていく。
そこで，本単元では， rこれまでの既習事項を
生かして，筆算の仕方を筋道立てて考えていく数
学的な思考力Jや， rお金模型の操作・O図・数
の操作を結び付けながら自分の考えを友達に説
明し伝え合う数学的な表現力Jを伸ばしていきた
いと考えた。
ここでいう既習事項の中で，特に大切にしたい
のが，十進位取り記数法に関する内容である。第
1学年では， 100までの数を学習した際に，位
ごとにおはじきを置き，同じおはじきでも置いた
位置によって表す数の大きさが変わることを学
習している。さらに，数え棒やお金模型を用いて，
ぱらの1や10のまとまり(東)， 1 00のまと
まり(束)で数を表したり，計算の仕方を考えた
りする学習も行っている。
本単元では，まず，お金模型を用いて筆算の
仕方を考える活動を取り入れた。教科書には数
え棒を使った筆算の仕方が示されているが， 1 
00や10のまとまりを意識しやすく， f 1が
1 0個で10J fl0が10個で 100 Jとい
った数の仕組みをとらえやすいことからお金模
型を使用することとした。また，このお金模型
の操作をもとに， 100円玉や10円玉をO図
に置き換えて，筆算の仕方を考える活動を取り
入れた。十進位取り記数法は， 0から9までの
数をそれぞれの位に置くことで，数の大きさを
表すことができる。 100円玉や10円玉を位
取り板に位置付けて行う操作だけでなく， 1 0 
0円玉や10円玉を閉じOで表して位取り板に
位置付けることで，より十進位取り記数法のよ
さに目が向きやすくなると考えた。
また，実際の授業では，数え棒やお金模型の
操作と筆算の仕方を結び付ける指導が十分に行
われているとは言えない。そこで，お金模型を
操作させるだけでなく，お金模型を操作しなが
ら筆算の仕方を説明させたり，お金模型の操作
を頭に思い浮かべながらO図で表させたり，表
したO図を見ながら筆算の仕方を説明させたり
するようにした。こうした活動を取り入れるこ
とにより，それぞれを結び付けながら自分の考
えを友達に伝え合う数学的な表現力を育成した
いと考えた。
3 本単元における数学的な思考力・表現力を
伸ばすための授業づくりの工夫
数学的な思考力・表現力を伸ばす授業づくり
のために，次のような指導の工夫を考えた。
( 1 )単元の導入で求残の問題場面を設定する
ひき算には，求残・求差・求部分などの場面が
ある。教科書では，単元の導入で求差の場面が取
り上げられているが，ここでは，お金模型の操作
と筆算の仕方が結び付きゃすいよう， r 264円
もっています。 128円のおかしを買うと，残り
は何円ですか」という求残の場面を取り上げるこ
ととした。これにより， f 1 28円のおかしを買
うとお金を払う(数が減る)のでひき算になるJ
とし、う計算の意味と， 1 28円のお金模型を「取
り去る」というひき算の操作が結び付きゃすくな
る。子どもが実際にする操作は， 264-128
の場合，以下のようになる。
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③136を下段に移動させる
???。??
①264を位取り板の上段に置く
百の位 十の位 ーの位。 。。 。。 。 。。 。。 。。
」
このように，求残の場面を設定することによ
り，ひき算の意味とお金模型の操作が一致し，筆
算の仕方をO図で表したり，言葉や式で説明しや
すくなったりすると考えた。
(2 )お金模型による録作を取り入れる
ここでは，位取り板の上でお金模型を操作させ
ることにより，第2学年で学習したーの位の数が
ひけないときは. r十の位から 1くり下げる(1 
0のまとまりを1つもらってばらの1にする)J 
という考えを使えば，十の位の数がひけないとき
も同じように「百の位から 1くり下げる (100 
のまとまりを 1つもらづて 10のまとまり 10 
個にする)と十の位の数がひけるようになる」と
いう既習を生かす考えのよさを実感できるよう
にしたい。また，お金模型を使った操作を何度か
繰り返させることにより. r百の位から 100の
まとまりを 1つもらって 10のまとまり 10個
にするJという操作をイメージしやすくし，その
操作イメージと「百の位から 1くり下げる」とい
う言葉を結び付けやすくする。
これにより. r数が大きくなっても.1つ大き
い位から 1くり下げて計算すればよし、Jという考
えのよさに気付きゃすくする。
(3 )お金模型の操作をOの操作やO図に表す
位取り板の上で，お金模型を操作させると，百
の位に百円玉，十の位に十円玉，ーの位に一円玉
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②128を中段に移動させる
1くり下げる
。。
百の位。
。
を置くことになる。これは，具体的な数の大きさ
はとらえやすいが.0から9までの数をどの位に
置くかによって，数の大きさを表すことができる
という十進位取り記数法のよさをとらえること
にはつながりにくい。そこで，お金模型の操作を
Oの操作やO図で表すことで，位取り板に置かれ
たOの数によって数の大きさを表すことができ，
十進位取り記数法のよさにより目が向きやすく
なると考えた。また.0図で表すことにより，具
体的なお金模型やOの操作と抽象的な数の操作
が結び付きゃすくなると考えた。
(4)ワークシートの枠を工夫する
ワークシートは，筆算・O図・言葉や式の説明
を書き込む枠を3つ並べて作成した。こうするこ
とで，筆算・O図・言葉や式を対応させながら筆
算の仕方を考えやすくした。さらに，それらを相
互に結び付けながら説明させることで，筆算の仕
方や十進位取り記数法のよさをとらえやすくし
たい。
(5)吹き出しを使って筆算の仕方を盤理する
お金模型やOを操作したり.0図を使って考え
た宣伝算の仕方を「まず，ーの位の数は 1-5でひ
けないから，十の位から 1くり下げて 11ー 5=
6 J r次に，十の位の数は. 1-6でひけないか
ら百の位から 1くり下げて 11-6=5Jr最後
に，百の位の数は2-1=1Jというように，三
段階で餓単な言葉や式を用いてワークシートに
記入したり板番の吹き出しにまとめたりしてい
く。これにより，自分の考えを筋道立てて説明す
る力を育てたし、。
(6)筆算・O図・言葉や式の説明と錬作を結び
付ける
一人一人が筆算の仕方について.0図を使って
考えたり，言葉や式で説明したりしたことをワー
クシ}トに記入した後，全体で筆算の仕方につい
て話し合う活動を設定する。その際.0図・言葉
や式で説明したことを，掲示用のOを使って操作
しながら全体の場で説明し伝え合う活動を取り
入れる。これにより，筆算の仕方や十進位取り記
数法のよさをよりたしかなものにしてし、く。
4 授業の実際
( 1 )単元名 第3学年「ひき算の筆算」
(2)単元の目標
Oi摩算のよさがわかり，筆算を進んで活用しよう
とする。(算数への関心・意欲・態度)
O既習の2位数の計算の仕方をちとに. (3位
数)ー (3位数)や簡単な (4位数)ー (4位
数)の筆算の仕方を考えることができる。
(数学的な考え方)
o (3位数)一 (3位数)や簡単な (4位数)ー
(4位数)の筆算を，くり下がりに気をつけて，
正しく筆算で計算することができる。
(数量や図形についての技能)
Oくり下がりの処理を通して，十進位取り記数法
の理解を深める。
(数量や図形についての知識・理解)
(3)指導計画(全7時間)
第一次 3けたのひき算の筆算
第1時 (3位数)ー (3位数)で，十の位か
らくり下げる筆算の仕方を考える。
第2時 (3位数)一 (3位数)で，百の位か
らくり下げる筆算の仕方を考える。
第3時 (3位数)ー (3位数)で，十の位と
百の位からくり下げる筆算の仕方を
考える。
第4時 (3位数)一 (3位数)で，くり下が
りが 2けたに及ぶ筆算の仕方を考え
る。 【本時]
第5時 (3位数)一 (3位数)の筆算のたし
かめをする。
第二次 4けたのひき算の筆算
第1時 (4位数)ー (4位数)の筆算の仕方
を考える。
第2時 (4位数)一 (4位数)の筆算のたし
かめをする。
(4)本時の目標
O図を使って筆算の仕方を考え，十の位から
くり下げられないときは. rまず，ーの位の数
は2-5でひけないから，百の位から十の位に
1くり下げて 1O.十の位から 1くり下げて 1
2-5=7J r次に，十の位は. 9-6=3J 
f最後に，百の位は2-1=1。答えは，百の
位の1と十の位の3とーの位の7をあわせて1
3 7 Jなどと説明することができる。
(5)本時の展開
|1 問題を知り，本時の課題をつかむ。
T 今日は，こんな筆算です。 (302-165
を筆算形式で板書する)
C くり下げられないよ!
T 昨日までの筆算と違うところがありますか。
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ーの位は2から5がひけますか。
ひけません。
ひけないから十の位から・.. 
1くり下げられない!
十の位から 1くり下げられませんね。どのよ
うに計算すればよいか，図にかいて考えてみ
ましょう。
(0図をかきながら筆算の仕方を考える)
???
C 
本時における指導の工夫②
ワークシートに筆算・ 0図・言葉や式の
説明を書き込む枠を3つ並べて作成するこ
とで，それぞれの表現を対応させながら，
筆算の仕方を考えやすくする。
[A児1
・まず，ーの位の数は2から 5がひけないから，
十の位から 1くり下げたいけどできない。だ
から，百の位から十の位に1くり下げる。そ
れをばらの1に変身させて，ーの位の数は1
3-6=7。次に，十の位の数は， 9-6= 
3。最後に，百の位の数は2-1=1。
ーの位の数が2-5でひけないから十の位
から 1くり下げたいけど，くり下げられませ
ん。
どうしてくり下げられないのですか?
だって，十の位の数が0だからです。
0だから， 1くり下げられません。
十の位の数が0じゃなくて， 1や2だったら
1くり下げられるの?
そう。
でも，今日はOだから十の位から1くり下げ
られない。
十の位から 1くり下げられないからひけそ
うにないよ。困りましたね。
でも，できる!
考えるときに使いたいものがありますか。
Oの図です。
今日はどんな勉強ができそうですか?
図を使って，十の位が1くり下げられない筆
算の仕方を考えて説明しよう。
C 
???
c 
c 
T 
???
[B児l
・まず，ーの位の数は2-5はひけなし、から，
百の位から十の位に1くり下げて 10。十の
位からーの位に1くり下げて 12-5=7。
次に，十の位の数は9-6=3。最後に，百
の位の数は2-1=1。
I本時のワークシート1
このように， 0図をかいて筆算の仕方を考え
る活動を取り入れたことにより， r十の位から
1くり下げられないので，百の位から十の位に
1くり下げる」という言葉とOの操作を一致さ
せ， 0の操作イメージと数の操作を結び付けや
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O図を使って，宣伝算の仕方を考える。
本時における指導の工夫①
0図をかきながら筆算の仕方を考える活動
を取り入れ，位取り板にかいたOの数によっ
て数を表すことで，+進位取り記数法のよさ
を実感したり， 0の操作のイメージと数の操
作を結び付けたりしやすくする。
T それでは，プリントを配ります。まず， 30 
2-165の筆算を書いておきましょう。み
んな，0の図をかいて考えたいって雷ってい
たけど，最初に図にかくのはいくつですか?
302です。
百の位にかくOはいくつですか?
3個です。
十の位は?
Oです。
0だからかきません。
ーの位は?
2個です。
302からいくつひくのですか?
165です。
最初にひくのは何の位の数ですか?
ーの位の数です。
包
???????
おかしい!
百の位からーの位にくり下げるのは?
だめ!
百の位から十の位に 1くり下げた後を説明
してくれる人?
百の位から十の位に1くり下げたから，これ
を10のまとまり 10偲に変身させました。
十の位が 10になるので，そこからーの位に
1くり下げました。{十の位に 1くり下げた
Oを十の位で010個に置き換え，そこから
Oを一つ取って，ーの位の上に移動させる)
他の人はどうですか?
百の位から lくり下げて，これを 10に変身
させました。
何個に変身させたの?
10個です。
どうしてですか?
だって， 1 0が10個で100だからです。
100は10が10個だから，十の位に1く
り下げた分を 10に変身させるんだね。そう
したら，さつきまでからっぽだった十の位の
数がいくつになりましたか?
10。
10になりましたね。この後は，どうしまし
たか?
十の位から，ーの位に1くり下げました。
どうですか?
ーの位にくり下げたら変身させます。
黒板でやってみてくれる人?
十の位から 1くり下げたので，ぱらの 1が1
0個になります。(ーの位にOを10個置
く)
何個に変身させたの?
1 0個です。
どうしてですか?
1 0はばらの1が10個だからです。
ーの位の数はひけますか?
12-5でひけます。
続きを黒板で説明してくれる人?
ーの位の数は， 12-5=7。次に，十の位
の数は， 9-6=3。最後に，百の位の数は.
2-1=2。答えは，百の位の 1と十の位の
3とーの位の7をあわせて137です。
???すくすることができた。
また，ワークシートの工夫により，筆算・ 0
図・言葉や式の説明を常に対応させながら，自
分の考えをもつことができていた。
C 筆算の仕方について話し合い，~書の吹
き出しにまとめる。
3 
T 
C 
???
??
???
?????
本時における指導の工夫③
0図にかいたことを，掲示用のOを使って
操作しながら全体の場で説明し伝え合う活動
を取り入れることにより， r十の位から 1く
り下げられないから，百の位から十の位に 1
くり下げれば，ーの位に 1くり下げられるよ
うになるJという考えのよさを全員が実感で
きるようにする。
それでは，黒板のOを動かして，筆算の仕方
を教えてくれる人?
まず， 2から5はひけないから，十の位から
1くり下げたいけど，十の位の数が0で1く
り下げられないから，百の位から十の位に 1
くり下げました。
(百の位のOを一つ取って，十の位の上に移
動させる)
他の人はどうですか?
私も，十の位から 1くり下げられないから，
百の位から十の位に1くり下げました。
同じです。
でも，ーの位の数がひけないから困っていた
んだよね。百の位からーの位に1くり下げた
らいけないの? (百の位のOを一つ取って，
ーの位の上に移動させる)
だめだめ!
どうして?
だって，百の位のOは，百のまとまりだから，
百の位からーの位にくり下げると，ぱらの1
が100個あることになる。
そうしたら，ーの位の数が102になってし
まう。
位の部麗には0から 9までの数しか入れな
いからおかしい。
百の位からーの位に1くり下げると，0を何
個かくことになるの?
100個!
T 
C 
T 
C 
C 
T 
??
C 
C 
T 
このように， 0図でかいたことを，掲示用のO
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C 
どうですか?
同じです。
十の位から 1くり下げられないからどうし
??
を操作しながら説明することにより，操作・O図
・数の操作を結び付けながら，自分の考えを友達
に伝え合うことができた。
たの?
百の位から十の位に 1くり下げました。
付け足しで，十の位に1くり下げて，その後
一の位に1くり下げました。
続きを説明してくれる人?
次に，十の位の数は. 9-2=7。
最後に，百の位の数は.2-1=1。答えは，
百の位の 1と十の位の 7とーの位の4をあ
わせて. 174です。
c 
c 
??
0を操作したり.0図を使って考えたりした筆
算の仕方を，吹き出しを使って整理することによ
り. rまず~，次に~，最後に-Jと筋道立てて
友達に伝え合うことができた。
では，今日は十の位が 1くり下げられない
時の筆算の仕方を考えました。どうしたら
計算できましたか?
百の位から十の位に 1くり下げて，その次
に十の位からーの位に1くり下げる。
百の位から十の位，十の位からーの位に順
番に 1くり下げる。
十の位が 1くり下げられない時は，百の位
から十の位に，十の位からーの位に 1くり
下げれば計算することができましたね。
【本時の板番]
5 考察
本研究では，第3学年「ひき算の筆算Jの実
践を通して，数学的な思考力・表現力を伸ばす
ための工夫について考察した。
子どもは.0図をかきながら筆算の仕方につ
いて考え，その筆算の仕方をOの操作と結び付
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本時のまとめをする。~ 
T 
C 
C 
T 
答えが求められましたね。これを言葉や式で
説明できますか?
本時における指導の工夫④
Oの操作やO図を使って考えた筆算の仕方
を吹き出しを使って整理することで，筋道立
てて説明しやすくする。
C まず，ーの位の数は.2-5はひけないから
百の位から十の位に1くり下げて 100+の
位からーの位に1くり下げて 12-5=7。
続きを説明してくれる人?
次に十の位の数は. 9-6=3。
その次は?
最後に，百の位の数は. 2-1=1。
筆算でもできそうですか?
できる!
筆算をしながら，説明をしてみましょう。
(筆算の仕方を説明しながら，プリントの3
02-165の筆算に取り組む)
それでは，みんなで筆算の仕方を説明してみ
ましょう。
まず，ーの位の数は.2-5はひけなし、から，
百の位から十の位に1くり下げて 100+の
位からーの位に1くり下げて 12-5=70
次に，十の位の数は.9-6=3。最後に百
の位の数は.2-1=1。答えは，百の位の
1と十の位の3とーの位の 7を合わせて 1
37。
筆算でも，説明できましたね。他の筆算でも，
説明できそうですか?
できる!
では.300-126を筆算でしてみましょ
う。
(筆算の仕方を唱えながら，プリントの30
0-126の筆算に取り組む)
みんなでたしかめをしましょう。まず，どの
ように計算しましたか?
まず，ーの位の数は.0から 6がひけないか
ら，百の位から十の位に 1くり下げて 100 
十の位からーの位に 1くり下げて 10-6
=40 
T 
T 
?????
C 
T 
C 
T 
C 
T 
C 
けながら説明することで，既習事項を生かして，
「十の位の数がひけないときには，百の位から
十の位に1くり下げてからーの位に1くり下げ
ればよしリことに気付くことができた。そして，
Oの操作とO図，数の操作を結び付けながら，
筆算の仕方を「まず~，次に~，最後に-Jと
筋道立てて説明し合うことができた。また，吹
き出しで筆算の仕方を整理したり，筆算・ O図
・言葉や式を対応させたワークシートを用いた
りすることも，筆算の仕方や十進位取り記数法
のよさを確かなものにする上で有効であったと
考えられる。
今後も，数学的な思考力・表現力を伸ばすた
めの工夫について，より一層研究を深めていき
たい。
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